


1992 年九州旅客鉄道株式会社入社。鉄道の現場、企画計画部門を経て、2003年
鹿児島支社営業担当課長。2004年の九州新幹線第一期開業（新八代～鹿児島中央）
を迎える。
2013年に鹿児島中央駅長、2016年博多まちづくり推進室長（現職）に就任。
同時に博多まちづくり推進協議会 4代目事務局長に就任。2018年 4月には当協議
会発足 10年を迎えた。

名駅南地区に生まれ、育ち、曾祖父から続く近喜商事を地区内にて経営。
2005年より地域の住民主体の「安心快適な名駅南まちづくりの会」（名南会）の設立にかかわり、
事務局長、代表。2010年より地区内地権者の企業主体の「名駅南まちづくり研究会」代表・事
務局を努め「まちづくりマスタープラン」を策定・発表し、2016年の「名駅南地区まちづくり
協議会」の設立以来会長を務めている。2019年には「名駅南地区まちづくりビジョン」を発表予定。

近藤 多喜男
名駅南地区まちづくり協議会 会長

TAKIO KONDO

愛知県春日井市生まれ。椙山女学園大学卒、愛知産業大学大学院造形学研究科修士課程修了、(故 )
延藤安弘氏に師事。中部圏を中心に、各地のまち育て活動や公共事業等にファシリテーターとし
て携わる。また、名古屋市錦二丁目地区の活動には学生の頃から携わっており、「錦二丁目まちの
会所」の運営を行っている。2018年 3月には地縁組織と共に錦二丁目エリアマネジメント株式
会社を立ち上げる。

名畑 恵
NPO法人まちの縁側育くみ隊 代表理事／錦二丁目エリアマネジメント株式会社  代表取締役

MEGUMI NABATA

2014 年、東和不動産株式会社に入社。
ビル事業本部（当時）副本部長として、所有ビルの技術系部門を担当。シンフォニー豊田ビルの
建設にも携わる。
同時に名古屋駅地区街づくり協議会の事務局にも参加し、2018年 4月より現職。

岸田 晃彦
名古屋駅地区街づくり協議会 事務局長

TERUHIKO KISHIDA

中京テレビ放送株式会社　総務局総務部副部長。
1992年中京テレビ放送（株）入社。2012年新社屋準備室に配属され、ささしまライブ 24地区
に新社屋の建設を担当し、同時にささしまライブのまちづくりに携わる。
ささしまライブのまちびらきイベントのほか、24時間テレビや同社番組まつりなども担当する。

元木 敬文
ささしまライブ24まちづくり協議会

TAKAFUMI MOTOKI

名古屋駅西口地区に生まれ、育ち、東海道新幹線開通時の土地区画整理事業をきっかけとして先
代が創業し西口初のビルとなった太閤ビルディングを経営。平成 24年「夢を形に」との思いで
名古屋駅太閤通口まちづくり協議会設立に参加、事務局長を拝命。平成 27年千人アンケートを
経て「椿まちづくりビジョン」を発表。平成 28年リニア中央新幹線名古屋駅上部をオープンな
緑の防災等の広場にする案をまとめ名古屋市等に提言。明るく楽しい太閤通口を目指して活動中。

河村 満
名古屋駅太閤通口まちづくり協議会 事務局長

MITSURU KAWAMURA

中嶋 敬介
博多まちづくり推進協議会 事務局長

KEISUKE NAKASHIMA

＜ファシリテーター＞


